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LP-R450/480 


夕ーンテーブル/カセツト付を CD レコーダー 

テイアツク製品をお買い上げいただを、誠にあ0びとラございます。 
ご使用になる前にこの取扱説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、いつでむ見られるところに大切に保 
管してください。 

末永くご愛用くださいますよラ、お願い申し上げます。 
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安全にお使いいただくために 


製品を安全に正し<お使いいたださ、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に防止ずる 
ために、 L ソ下のを意事項をよくお読みください。 


Am 

な ①内容を無視して誤った取り扱いをずると、义災や感電などによって、 

5 a 死亡や大怪我などの人身事故の原因となります。 

を 

電源 プラグを 
コンセントか 
5 掘ブ 

万一、異常び起さた 5 

煙が出たり、変なにおいや音びずるとさは。 

機器の内部に異物や水などび入ったときは。 

この機器を落としたり、キャビネットを破損したときは。 

ずぐに機器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いてください。 
異常状態のまま使用ずると、火災•感電の原因となりまず。販売店またはティアック 
修理センター（裏表紙に記載)に修理をご依頼ください。 


電源コードを傷つけない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを本機の下敦きにしない。 

雷原コードを加工したり、無理に脚ずたり、ねじったり、引っ張ったり、力日熱したりしない。 

コードび破損ずると火災•感電の原因となりまず。万一、電源コードび傷んだら(お 
線の露出、断線など)、販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)に交換 
をご依頼 < ださい。 

0 

禁止 

電源プラグにほこりをためない。 

電源プラグとコンセントの間にゴミやほこりび付着ずると、火災-感電の原因となり 
ます。電源プラグを抜いてか 5、 ゴ S やほこ 0 を取 0 除いて<ださい。 

交流 100 ボルトじ(がの電圧で使用しない。 

この機器を使用でさるのは日本国内のみでず。表をされた電源電圧(交流 100 ボルト） 

L ソ外の電圧で使用しないでください。また、船舶などの直流 ( DC ) 電源には接続しな 
いで<ださい。火災-感電の原因とな 0 まず。 


機器の上に巧びんや水などが入った容器を置かない。 

内部に水び入ると火災-感電の原因となりまず。 

您） 

この機器のキャビネットは絶対に外さない。 

キャビネットを開けたり改造ずると、火災•感電の原因となりまず。内部の点検■修 
理は販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にご依頼ください。 

分解禁止 

この機器を改造しない。 

火災-感電の原因とな 0 まず。 

〇 

強制 

この機器を設置ずる場合は、堅か 520 cm じ Lb の間隔をおく。また、放熱をよくずる 
ために、他の機器との間は少し離して置く。 

ラックなどに入れるときは、機器の天面か5己 cm む上、背面か SlOcmm 上のずき 
まをあける。 

内部に熱びこを 0、 火災の原因とな 0 まず。 
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安全にお使いいただくために(続き) 


A 、^一 下のの g を無視して誤った-配 0 がいをずる 卜 .威 雪 やその ffl ? の■がによっ 

/!\ /て、怪我をしたり、周辺の家財に損害を与えたりずることびありまず。 


オーディオ機器を接続ずる場合は、各々①機器の取扱説明書をよく読み、電源を切り、 
説明に従って接続ずる。 

また、接続は指定のコードを使用ずる。 

それ L ソ外の物を使用ずると故障、火災、感電の原因となりまず。 

〇 

強制 

電源を入れる前には音量を最ルにずる。 

突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびあ 0 まず。 

この機器は約11 kg あり大変重いので、開徊や持ち運びの際はけびをしないようにを 
意ずる 0 

この機器はコンセントのおくに設置し、電源プラグに簡単に手び届くようにずる。 

異常び起きた場合は、ずぐに電源プラグをコンセントから抜いてください。 

禁止 

ぐ5ついた台の上や傾いた所など不安定な場所に置かない。 

湿気やほこりのをい場所に置かない。風呂、シャワー室では使用しない。 

調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気びあたる場所に置かない。 

火災-感電やけびの原因となることびあ 0 まず。 

電源コードを熱器具に近付けない。 

コードの被ふ<び溶けて、火災-感電の原因となることびあ 0 まず。 

濡れた手で電源プラグを巧さ差ししない。 

感電の原因となることびありまず。 

電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張5ない。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となることびありまず。必ずプラグを持って抜い 
て < ださい。 

處 

移動させる場合は、電源スイッチを切り、赵ず電源プラグをコンセントか5巧き、外 
部の接続コードを外ず。 

コードび傷つさ、乂災-感電の原因となることびありまず。 

電源プラグを 
コンセントか 
5 掘す 

旅行などで長期間この機器を使用しないときは、を全のため必ず電源プラグをコンセ 
ントか5抜く。 

お手入れの際は安をのため電源プラグをコンセントか5巧く。 

感電の原因となることびありまず。 
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電池の取り扱いについて 

本製品は電池を使用していまず。誤って使巧ずると、発熱、発火、液漏れなどの原因となりまずので、 
政下のを意事項を必ず守ってください。 


準 

備 


A \ 胃 乾電池に関ずる注意 

0 

禁止 

乾電池は跑対に巧電しない。 

破裂、液をれにより、火災•けびの原因となりまず。 


/K 3/胃電池に関ずる注意 

〇 

強制 

電池を入れるときは、極性表示(プラス®とマイナス©の向き)にま意し、電池ケー 
スに表示されている とおり に正しく入れる。 

間違えると破裂、液ちれにより、乂災、けびや周囲を巧損ずる原因となることびあり 

か9 〇 

長時間使巧しないときは電池を取り出しておく。 

液びちれて火災、けび、周囲を巧損ずる原因となることびありまず。をし液びをれた 
場合は、電池ケースについた液をよくおさ取ってから新しい電池を入れてください。 
また、万一ちれた液び身体についたとさは、水でよく洗い流してください。 

0 

禁止 

指定 W がの電池は使用しない。 

新しい電池と古い電池、または種類の違う電池を混ぜて使用しない。 

破裂、液をれにより、火災、けびや周囲をミち損ずる原因となることびありまず。 

分解禁止 

金属製のル物類と一緒に携帯、巧管しない。 

ショートして液ちれや破裂などの原因となることびありまず。 

分解しない。 

電池内の酸性物質により、皮膚や衣服を損傷する恐れびあります。 


電源ケーブルや本体に異常びないか、定期的に点検してください。 

C J 已年に1度は、販売店またはティアック修理センター塵表紙に記載)に内部の点検 
をご依頼ください。 

愛点検 費用についてはお問い合わせください。 
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お使いになる前に ■コンパクトディスクについて 


付属品の確認 

万一、付属品に不足や損傷びあ0ました5、お買い上げに 
なった販売店、または弊社 A V お客様相談室(裏表紙に記載) 
にご連絡ください。 

取扱説明書(保証書付を)(本書 )X ] 

ドーナツ盤用アダプター XI 
RCA オーディオケーブル X 1 
ターンテーブルカバー X ] 

リモコン ( RC -12 已 9) x 1 
ヒンジ X 2 
簡単録音ガイド X ] 

乾電池(単 3) X 2 
AM アンテナ X ] 


本機で再生できるディスク 

「Compact Disc Di 呂は al Audio 」 □コマークのある 
CD (1 2 cm /8 cm ) 

n COMPACT 

咖昼陌 

DIGITAL AUDIO 


音楽 CD フオー マットで正しく記録され、 ファ イナライズ 
された CD - R および CD-RW 


本機で録音できるディスク 

音楽用 CD - R および CD-RW 


使用上の注意 


♦ターンテーブルの蓋の上には物を置かないでください。 
特に再生中は、振動でノイズび発生したり、物び落下す 
る恐れびあ0ます。 


团眶區 

DIGITAL AUDIO 


Recordable 


卸眶歴 


DIGITAL AUDIO 

ReWritablei 


♦ 直射曰光び当たる場所や暖房器具の近 < など、温度び高 
くなるところに置かないでください。また、アンプなど 
熱を発生する機器の上には置かないでください。変色や 
変形、故障の原因となります。 


♦ 再生中はディスクび高速回転しているので、本機を持ち 
上げたり動かした0しないでください。ディスクを傷つ 
ける恐れびあります。 


♦ DVD 、 ビデオ CD 、 MP 3 のディスクなどは、本機では 
録音/再生でさません。 


♦本機を移動したり、弓 I っ越しなどでお包ずる場合は、必 
ずディスクを取り出してください。ディスクを内部に入 
れたまま移動すると、故障の原因とな0ます。 

♦テレビ放送の電波状態によ0、本機の電源を入れたまま 
近くにあるテレビをつけると画面にしま模様び出る場合 
びありますび、本機やテレビの故障ではあ0ません。こ 
のよラな場合は本機の電源を切つてくださし、。 


♦ コピーコント□-ル CD や Dual Disc など、 C □の標準 
規格に準拠していない特殊なディスクは正常に再生で 
をないことびあります。本機で特殊なディスクを使用 
した隙の動作や音質については保証致しかねます。特 
殊なディスクの再生に支障びある場合は、該当するディ 
スクの発売元にお問い合わせ < ださし、。 
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ディスクの取扱い 

♦ディスクは、必ずレーベル面を上にしてセツトしてくだ 
さい。 

♦信号記録面(レーベルびない面)に傷、指紋、ミちれなどび 
あると、録音/再生時にエラーの原因となることびあり 
ますので、お取り扱いにはごミち意ください。 

♦ディスクをケースか5取り出すときは、ケースの中むを 
巧しなび5、ディスクのが周部分を手ではさむよラに 
持ってください。 



取0出し方 持ち方 


使用上のま意 

♦ ヒビび入ったディスクは、機器の故障の原因とな0ます 
ので使用しないで < ださし、。 


お手入れ 

♦信号記録面に指紋やほこ0びついたら、柔5かい布で内 
側中むか日外側へ直角方向に軽く拭いてください。 





♦レコードク U - ナー、帯電防止剤、ベンジン、シンナー 
などで絶対におかないでください。これ5の化学薬品で 
表面び侵されることびあ0ます。 


ディスクの保存について 

♦使用後のディスクは、必ずケースに入れて保管してくだ 
さい。そのままディスクを放置するとそりやキズの原因 
とな0まず。 

♦直射曰光び当たる場所や、高温多湿の場所には放置しな 
いでください。ディスクび変形•変質して、再生でさな 
<なるおそれびあ0ます。 


準 

備 


♦ディスクにはラベルなどを貼らないでください。ディス 
クにセ□八ン テープ やレンタル CD のシールなどをはび 
したあとびあるちの、またシールなどか5糊びはみ出て 
いるものは使用しないでください。そのまま本機にかけ 
ると、ディスクび取0出せなくなった0、故障の原因と 
なることがあ0ます。 


♦ CD - R / CD - RW は、通常の CD と比べて熱や紫外線の影響 
を受けやずいため、直射日光び当たる場所や熱を発生す 
る器具の近<などに長時間放置しないでください。 

♦ディスクのミちれは音飛びや音質低下の原因とな0まずの 
で、いつちされいに清掃して保管してくださし、。 


♦ディスクのレーベル面に何か書を込むとさは、油性の 
フェルトペンをお使いください。ボールペンなど、先端 
の固いペンを使ラと、ディスク面を傷つけて録音/再生 
びでさなくなる場合びあ0ます。 


CD - R や CD - RW ディスクの取り扱いについてご不明な点び 
ある場含は、直接ディスクのメーカーにお問い合わせくだ 
さい。 


♦市販の CD 用スタビライヴーは、絶対に使用しないで< 
ださい。再生でをなくなったり、故障の原因となります。 


♦八ートおや八角形など特殊形状の CD は、機器の故障の 
原因となりますので使巧しないでください。 



0 

お 

の 
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ードの取り扱い 


—ド針の交換 


レコードの持ち方 

♦レコードを持つ時、ケースか5取0出すとさは、音溝部 
分に手を触れないよラに、レーベル部と外周部分を支え 
て持つか、両手でレコードの外周部分を手ではさむよラ 
に持ってください。 


レーベル部 音溝部分 



♦ レコード針は精密な部品ですので、針先び曲びった0破 
損した0しないよラに、 T 寧に扱ってください。巧びっ 
た0破損したりすると、音溝を正確にトレースでさなく 
なり、レコードを傷めたり、故障の原因となりまず。 

♦ レコード針びミちれたら、柔5かいブラシなどを使って、 
奥か5手前側にブラシをかけてください。 

硬いをのを使用した0、強くこすったりしないでくださ 
し、また、ベンジン、シンナーなどで拭かないでくださ 
し、。祟化の原因となります。 

レコード針の交換 

レコード針は、已日時間ほど使用するとすり減って音び悪 
くな0、レコードを傷めます。お早めに当社指定の交撰針 
にお取り換えください。 


お手入れ 


♦指紋やほこりびつくと、雑音や音飛びの原因となり、レ 
コードや針を傷めます。市販のレコードク1」ーナーなど 
でクリーニングしてください。レコードク1」ーナー!^^が 
のベンジン、シンナーなどで絕巧におかないでくたさい。 
これ5の化学薬品で表面び侵されることがあ0ます。 

♦ レコードク U —ナーを使用する場合は、音溝に沿って円 
を描くよラにふを取ってください。 



使用上の注意 


♦ 直射曰光び当たる場所や、高温を湿な場所には置かな 
いでください。長時間放置ずるとそりなどの原因とな 
0ます。 

♦ レコードは、何枚ち積み重ねた0、重いちのを載せた 
0しないでください。また、斜めにして長時間放置し 
ないで<ださい。そ0や破損の原因とな0ます。 

♦ 音溝部は、硬いわのに直接触れないよラにしてくださ 
し、。傷の原因となりまず。 

♦ 再生び終ったレコードは、必ずケースに入れて保管し 
てください。そのまま放置ずると、そ0やキズの原因 
となります。 

♦ ヒビび入ったレコードは使用しないでください。 


♦突然大さな音び出ることびありますので、機器の電源を 
切ってから交換してください。 

♦手や機器を傷付けないよラ、ご注意ください。 

♦ルさなお子様びあやまってレコード針を飲み込まないよ 
ラ、ごを意ください。 

レコード針(赤い部分)をがす時は、カート U ツジを手で 
押さえて、レコード針手前の段差部分をルさいドライ 
バーなどを使って A の方向に押し下げてから、手前に引 
いて外してください。 



新しい針を取り付ける時は、 B の方向へ差し込んで針の 
/n 部をカート U ツジの m 受けに合わせ、 C の方向へパチ 
ンとはまるまで巧し上げます。 


A 


交換針(別売）： 

rSTL-l 03J LP’EP 盤用サファイヤ針 (3 個入り） 
「SPL-102J SP 盤用ダイヤモンド針（吕個入り） 

交換用のレコード針については、お買い上げの販売店、 
ちしくはティアック修理センター（裏表紙)までお問い 
含わせ下さい。 

弊社オンラインショップ「ティアックストア」でもお 
求めいただけます。 

テイアツクストア http://store.teac.co.jp/ 
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カセツトテープについて 


使用上の注意 

♦カセツトを開けた0、テープを引さ出した0しないで< 
ださし、。 

♦ テープに直接手を触れないでください。 

♦コやホコ U の多い場所に放置しないでください。 

♦高温-多湿の場所での使用-保管は避けてください。 

♦スピーカーやテレビなど、磁石や磁気を帯びたをのに近 
付けないでください。雑音び入ったり、録音内容び消え 
てしまラことびお0ます。 


テープの種類について 

カセツトテープにはいくつかの種類びあ0ます。 



♦ ノーマルテープ(タイプI)を再生する場含は、ターン 
テーブル横のテープ切換スイッチを r ノーマル」に、ク 


おずずめでをないカセツトテープ 


□ームテープ(タイプ n)/ 方タルテープ(タイプ]V)を再 
生する場含は「八イ」に切り換えてください。 


準 

備 


次のよラなカセツトテープを使用すると、正常な動作や性 
能び得5れないことびあります。またテープび巻さ込まれ 
て思わ械トラブルを起こすことちありますので、ごミち意く 
ださい。 

お状精度の悪いカセツトテープ 

カセツトび変おしていたり、テープの走行び不安定な 
をの、早送0や卷さ戻し中に異音を生ずるわの。 

長時間 テープ 

白日分政上のテープは大変薄 < て伸びやすいため、キヤ 
プスタンなどに巻き込まれることびあ0まず。なるベ 
くご使用にな日ないでくださし、。 



テープ 切換 

ノ ー7 ル !パ 


因 


お手入れ 


テープの「たるみ」 

テープびたるんでいると、キヤプスタンなどに巻を込まれ 
ることびありまず。鉛筆などでたるみを卷さ取ってか5使 
用して < ださし、。 



ヘッド部びミちれると、再生の音質び悪化したり、音飛びの 
原因になります。また、テープ走行部のミちれは、テープの 
巻を込みなどを引さ起こすことびあります。約]日時間の 
使用を目安に、市販のク U —ニング液を綿棒に含ませて、 
ヘッドとピンチ□ーラー、キヤプスタンを清掃してくださ 
い。 



♦へッ ドのク U —ニングミ夜び乾くまで、カ セツ トテープを 
入れないでください。 
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接続方法 


么接続時のミ主意 

♦ 全ての接続び終わってか5電源プラグを差し込んでください。 

♦ 接続する機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って接続してください。 



AJ FM アンテナ 

FM 室内アンテナ 

アンテナを伸ばし、受信状態び最わよくなる位置の窓 
枠や壁などにアンテナを固定してくださし、。 


を AM アンテナ 

付属の AM ループアンテナを組み立て、リアパネルの 
AM アンテナ端テに接続します。 

アンテナコードは黒い方を GND に、白い方をわラ片 
方の端子に接続してくださし、。 

AM 放送の受信中に受信状態び最わよ<なる位置に設 
置してくださし、。 


AM アンテナの組み立て方 

AM アンテナを組み立てるには、アンテナベースを矢 
印方向に回して起こし、アンテナループの下側のフッ 
クをアンテナベースの長巧に差し込んでくださし、。 
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ターンテーブルカバー 


^アナ□グ音声入出力端子 [AUX IN / OUT ] 

ミニディスク ( MD ) デッキなどと接続ずると、本機の 
スピーカーで音を聴いたり、本機の音をミニディスク 
に録音したり、またミニディスクの音を CD - R / 
CD - RW に録音したりできます。 

付属の RCA オーディオケーブルを使って、白のピンプ 
ラグを白 ( L ) 端子に、赤のピンプラグを赤 ( R ) 端子に接 
続してください。 

(入出力を同時に使用する場含、別途 RCA オーディオ 
な一つ} レをお求めください） 


携帯用音楽プレーヤーなどのへッドホン端子と接続す 
る場合、「片端はステレオミニプラグ、わう片端はピン 
プラグ X 2」 のオーディオケーブル(市販品)を使って接 
続してくださし、。 

この場合、ラジカセやプレーヤー側の音量わ調節して 
ください。ただし、ラジカセやプレーヤーの音量を上 
ばすざると音び歪むことびありますのでま意してくだ 
さい。 


A 電源プラグ 

電源プラグを交流1日日 V の電源コンセントに差し込ん 
で < ださし、。 

A 交流100ボルト ly 列の電圧で使用しないでください。 
火災•感電の原因になりまず。 

電源の巧き差しは、必ずプラグを持って巧ってくださし、。 
長期間使用しないとをは、コンセントか5電源プラグ 
を巧いておいてください。 


夕ーンテーブルカバーの取付け 


1. ターンテーブル背面の左ち両端にあるヒンジ差し込み 
部にヒンジを合わせて、奧まではめ込みまず。 

2. ヒンジの上部にターンテーブルカバーのヒンジ差し込 
み部を合わせ、はめ込みます。 


準 

備 



夕ーンテーブルカバーの夕 I し方 

ターンテーブルカバーの両端を持ち、ゆっくり上へ引 
き、ヒンジごとターンテーブルか5外します。さ5に 
ターンテーブルカバーからヒンジをがしまず。 


ターンテーブルカバーの開閉 



開けるとさ 

ターンテーブルカバーの前端を持って、カバーび止ま 
るまで軽く持ち上げて開をます。 

ターンテーブルカバーは開いたままにの状態になりま 
す。 


閉めるとさ 

ターンテーブルカバーび閉まる位置までゆっくりと下 
ろします。 


A ターンテーブルカパーを開閉ずるときは、手などを挟 
まないよラにごミ主意ください。 
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各部の名称(本体とリモコン) 




本体とリモコン 

□ 電源ボタン 

電源のオン/オフを切り換えます。 

□ 機能切換ボタン 

( PHONO / TAPE / AUX 、 CD 、 FM / AM ) 

レコードを聴くときは PH 日 NO/TAPE/AUX ボタンを 
押して PH 日 N 日にしてくださし、。 

カセツトテープを聴くときは PH 日 N 日/ TAPE/AUX ボ 
タンを押して TAP 曰こしてください。 

「AUX」 端子で外部接続した機器の音を聴くときは、 
PH 日 N 日/ TAPE/AUX ボタンを押して 「AUX」 を選ん 
で < ださい。 

CD を聴くときは CD ボタンを押してください。 

ラジオを聴くときは FM/AM ボタンを巧してくださし、。 
FM/AM ボタンを押すたびに、 FM と AM び切り換わり 
ます。 


B マニュアル/才ート録音-プリセツトボタン 

CD-R/RW に録音するときは、巧番号の登録方法(マ 
ニュアル/才ート)を選択します。 （31 ページ） 

ラジオを聴くとさは、プ U セットした放送局を選択し 
ます。 
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d 決定/メモリーボタン 

ファイナライズ/消去をスタートします。 

ラジオを聴くときは、放送局をプリセットします。 

□ ファイナライズ/消去- FM モードボタン 

録音した CD - R / CD - RW をファイナライズします。 
CD - RW に録音した曲を消去またはアンファイナライ 
ズします。 

FM 放送の受信中にこのボタンを巧すと、ステレオ受 
信とモノラル受信を切り換えます。 


□ 巧蚕設定ボタン 

録音中に巧すと曲番を追加します。 

□ ディスプレ- 

巧番-時間-周波数などを表示します。 

□ スキップ/サーチ-選局ボタン 

CD モードで巧すと、前または後ろの曲にスキップし 
まず。 CD の再生中に押したままでいると、早送り/早 
戻しでをます。 

ラジオを聴くとさは、選局に使用します。 

□ 録音ボタン 

録音待機状態にな0ます。 

□ CD 操作ボタン 

再生/-時停止 (►/■■) 

停止/一時停止中に押すと再生/録音を開始します。 
再生中または、録音中に押ずと一時停止します。 

停止 (■) 

再生または録音を停止します。 

[3 スピーカー （ステレオ） 

ここか5音び出ます。 

ステレオの音青をお楽しみいただけます。 

□ 開/閉ボタン 

ディスクトレーを開閉します。 

[21 リモコン受光部 

リモコンか5の信号を受信します。 U モコンを使用す 
るときは、 U モコンの先端を U モコン受光部に向けて 
操作してくださし、。 


□ 音量つまみ 

音量を調節します。ちに回すと大きくな0、左に回す 
とかさくなります。 

□ ディスクトレー 


準 

備 


□ 録音レベルつまみ 

録音待機中に、録音レベルを調節します。 

ちに回すと大をくなり、左に回すと小さくなります。 


囚へッドホン端子 

へッドホンをお使いになるとさは、まず電源をオンに 
して音量を下げてか5、ヘッドホンプラグ(ゆ3.已 mm 
ステレオ S ニプラグ)をへッドホン端テに差し込み、 
徐々に音量を調節してください。 


• ヘッドホンを耳にかけたまま、電源のオン/オフまた 
は、へッドホン端テの抜き差しを行わないでくださし、。 
(へッドホンか5大をい音び、発生することびありまず) 
• ヘッドホン端テの使巧中は、スピーカーか5は音び出 
ません。 


リモコンのみ 


をプ□グラムボタン 

C □のプ□グラムち生に使います。 


SJ ク U アボタン 

プログラムした巧を削除しまず。 


TJ リピートボタン 

C □を IJ ピート再生しまず。 


yj 表示ボタン 

CD の録音/再生時、ディスプレーの表示を切0換えま 
す。 


yj シャッフルボタン 

C □をシャツフルち生しまず。 
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各部の名称(夕ーンテーブル) 



□ 夕-ンテ-刀レ 

レコードをターンテーブルの中むにはめて<ださい。 


回輸送用が 

お使いになる前に、輸送用のネジをコインなどを使つ 
て時計回0に止まるまで回してください。 


輸送巧ネジを真横から見た場合 



(工場出荷時) 


^3キュ—レバ— 

I-ーンアームをレコード盤か5浮かせるとさに使いま 
す。 

【3トーンアームホルダー 

I-ーンアームのま持台です。レコードを再生する前に、 
留め具をちにず5すよラにしてはずしてくださし、。 

□ 回転数切換スイッチ 

レコードに合わせて回転数を切り換えて<ださし、。 
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引っ越しなどで本機を輸送するとをは、ネジを反時計 
回0に止まるまで回して固定してくださし、。 

































































Q トーンアーム 

I ンアームを内側へ動かすと、ターンテーブルび回 
り始めます。 



回転数切換スイッチ13 


□ カセツトテープ操作ボタン 
再生 (►) 

テープを再生します。 

停止 (■) 

テープ化停止します。 

一時停止 (■■) 

再生を一時停止します。 

早送り （►►) 

テープを早送0します。 

きを戻し 

テープを巻さ戻しまず。 


再生ボタン(►化巻き戻しボタン （♦<) は絕対に一 
緒に押さないでください。カセツトテープび急に停 
止して傷つくことびあります。 


〇テープ切換スイッチ 

ノーマルテープ(タイプ I ) を再生する場含は「ノーマル」 
に、ク□ームテープ(タイプ n )/ メタルテープ(タイプ! 

を再生する場合は「八イ」に切り換えてください。 


準 

備 


テーブ切換 

ノー マル n イ 


回 


□ EP ァダプタ- 

ドーナツ ( EP ) 盤を巧生ずるとさにお使い < ださい。 

EP アダプターを固定しているスト ツバーを 横にスラ 
イドずる(ずらす)ことにより、アダプターび取 D 出せ 
るよ5になりまず。 


□カセットホルダ- 

テープび露出している側を手前に、巧生ずる面を上にし 
てカセツトテープをセツトしてください。 


再生ずる面 テープ 
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リモコンの使い方 


使用上の注意 

♦ 1」モコンの先端を本体の U モコン受光部に向けて、己 
メー トル U (内の距離で操作してください。本体と U モコ 
ンの間には障害物を置かないでください。 


電池の交換時期 

操作範囲び狭くなった0、操作キーを巧しても動作しない 
場合は、2本とを新しい電池に交換してください。 

使い終わつた電池は電池に記載された廃棄方法、もしくは 
各市町村指定の廃棄方法に従って捨ててください。 


♦本体のリモコン受光部に曰光や照明び干渉すると、 U モ 
コン操作びできないことびあります。その場合は本機を 
移動してみて < ださい。 


♦本機のリモコンを操作すると、赤外線によりコント□一 
ルする他の機器を誤動作させることびあ0ますのでごを 
意くださし、。 


電池の入れ方 


A 電池についての注意 

乾電池を誤って使用ずると、電池の破餐、液もれにより、 
火災、けがや周囲を巧損ずる原因となることがありまず。 
已ページのま意をよく読んでご使用ください。 


リモコン裏面のフタを外し、ケースの+と一の表示に合 
わせて乾電池(単3あ侣本を入れて、フタを閉めてくだ 
さし、。 
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基本操作 





デイスプレーび点灯します。 


□ 機能切換ボタンを押して再生ずるソースを 
選ぶ。 


TAPE/AUX 


PHONO/TAPE/AUX ボタン封甲すたびに PHONO、 
TAPE、AUX と切り換わります。 



音量はちに回すと大きくなり、左に回すとルさくな0 
ます。 

A 突然大をな音が出ると、聴覚障害などの原因になるこ 
とがありまず。音量は最小にしておいて、音を出して 
か6適切な音量に調節ずるよラにしてください。 

♦ 本機を使わないとさは、電源ボタンを押して電源を才 
フにしてください。 


U 電源ボタンを押して電源をオンにずる。 



□ 音量つまみを回して音量を調節ずる。 




81 i r お 

〇 0 0 0 0 0 0 C1 

Ofc - WO 

〇 〇 リソ〇 





00000 

3ぅ0 


0 




準備—基本操作 
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ラジオを聴ぐには 


□ FM / AM ボタンを押して FM または AM を 
選ぶ。 



FM/AM ボタンを巧すたびに、 FM と AM び切り換わり 
ます。 


マニュアル選局 




到1 

g 巧 

ijy 

醉 

-Jo 





スキツフンサーチ 



選局ボタン(Vまたはへ)を短く押すと、周波数は一 
定のステップで変わ0ます。 

聴をたい局び見つかるまで、選局ボタン(Vまたは 
へ)を繰り返し押してください。 


□ 選局ボタンを押して聴さたい放送局を探ず。 



周波数び変わり始めるまで選局ボタン(Vまたはへ） 
を押して<ださい。（自動選局） 

♦ 放送局を受信すると、自動的に選局び終わります。（ボ 
タンを巧し続けている間は、止まりません） 

♦ 自動選局を中止したいとさは、選局ボタン(Vまたは 
へ)を押します。 


FM モードボタン 




只 f [ _ Jl 只 


〇 〇 〇 

i 〇 〇 〇 〇 

so 

OS 





FM モードボタンを巧すとステレオモードとモノラル 
モードび切0換わ0ます。 

ステレオ 

FM ステレオ放送びステレオで受信されると、 
STERE 日インジケーターび点灯します。 

モノラル 

FM 放送の受信状態び悪いとさに、このモードを選ん 
でください。 STERE 日インジケーターは消灯します。 
強制的にモノラルで受信して、を分なノイズを減らし 
ます。 


受信状態が悪いときは 

AM 放送 

AM 放送の受信状態び悪いとさは、 AM アンテナの向 
さを変えてみてください。 

FM 放送 

FM 放送の受信状態び悪いとさは、 FM アンテナの向 
さを変えてみてください。 
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プリセットボタンをくり返し押して、聴さ 
たい放送局が登録されているプリセツト 
チヤンネルを選ぶ。 


守-コト盤/ 





B プリセツトボタンを押して、放送局を登録 
ずるプリセツトチャンネルを選ぶ。 



"■1 川 ; ■ 

旅- 棘こ- 

L 

1 1 non 

/ 

1 OJ.LI 


参メモ U —ボタンを巧した後でち、他の局を逞局し直せ 
ます。 


FM / AM ボタンを押してバンドを選ぶ。 




哥[ n 只 


す000000 〇 

〇? 




巧定 



放送局び登録され、 FM と MHz 、 または AM と kHz び 
点滅か5点灯に変わります。 

イ也の放送局をさ5に登録するとをは、手順〇か5凸 
をくり返します。 


プ U セツトチヤンネルに、よく聴く FM / AM 局を香目局まで、 
登録でをます。 

□ 聴さたい放送局を受信ずる。 

( 18ぺージの手順 n 、 日参照 

□ メモリ-ボタンを押す。 

FM と MHz 、 または AM と kHz び点滅しまず。 


Q メモリーボタンを押ず。 


巧定 
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登録した放送局を聴ぐには 





只 _II 片 


〇 

, 0 0 0 0 0 〇 

非 

) 03 






只)!_]|只 


〇 〇 

S 〇 〇 〇 〇 〇 

〇〇 

OS 




放送局のプリセツ 


0000 〇 


00000 


0000 〇 
n 当〇 


驅裝 


I フジオ 
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ードを聴くには 


お使いになる前に、輸送用のネジをコインなどを使って時 
計回0に止まるまで回してください。レコード針のカバー 
(白いプラスチックの部分)を外してください。 （14 ページ） 


夕ーンテーブルにレコードをのせる。 

ドーナツ ( EP ) 盤を再生する場合には、付属の EP ア 
ダプターをご使用くださし、。 


□ PHONO/TAPE/AUX ボタンを押して 
PHONO を選ぶ。 




□ レコード盤に合わせて回転数を選ぶ。 


参 PHONO / TAPE / AUX ボタンを巧ずたびに、 
PHONO (レコー ド)、 TAPE (カ セツ ト テー プ)、 
AUX (外部機翻と順まに切り替わります。 


B ゆっくりとターンテーブルカバーを開ける。 



A 夕ーンテーブルカバーを開閉ずるとさは、手などを 
はさまないよラにごま意ください。 



□ Iンアームの留め具をちにず5してがず。 
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0 キューレバーを上げて 、I ンアームを浮 
かせまず。 


♦ レコードの再生中は、埃を防ぐためにターンテーブル 
カノ く一を閉めることちでをまず。 



♦ キューレバーを下げたまま、 I -ーンアームを浮かせた 
状態でレコードの上に移動してか5 、I -ーンアームを 
ゆっくりと下げて再生を始めることをでをます。 


0レコードの端、または再生したい箇所まで 
卜ーンアームを移動する。 

I ンアームを内側へ動かずと、夕ーンテーブルび回 
り始めます。 



〇キユーレバーを ゆっくり下げて!ン アー 
ムをゆっくりと下ろず。 


トーンアーム 



心 ターンテーブルカバーの上には物を置かないでくださ 
し、。特に再生种ホ、振動でノイズび発生したり、物び 
落下ずる恐れがありまず。 


レコードの再生時に音を大さくしすざると、八ウ 
U ングび起こることがあ0ます。その場合は、音 
量つまみを左に回して音量を下げてください。 


再生が終わった5 


再生び終わると、 I -ーンアームび自動的に元の位置に 
戻ってターンテーブルの回転び止まります(オート U 
ターン機能)。 

• 手動で再生を中断したいとをは、キューレバーまたは 
指で!-ーンアームを持ち上げてか5 、I -ーンアームを 
元の位置に戻してくださし、。 


卜一 J )，—ム 




レコードによっては、オートリターンしないこと 
びあ0ます。その場合は、手動で!-ーンアームを 
元の位置に戻してください。 
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CD を聴ぐには 


□ CD ボタンを押ず。 



「一一」び数秒間点滅します。ディスクびセツトされて 
いないとさは、 「 n 曰 d に C 」 び表示されます。 


B 開/閉ボタン (A) を押して、トレーを開ける。 

ディスクトレーび手前に出ます。 




呂 U 1|〇 

〇 0 0 0 0 0 0 〇 

? bd ミ? 





閱/巧 



□ ディスクのレーベル面を上にしてトレーの 
中央にのせる。 



♦ トレーには3枚上ディスクをのせないで < ださし、。 

• ディスクび中央のガイドからがれた状態でトレーを閉 
じると、ディスクび中で引っかか0トレーび開かなく 
なることびあ0ますので、ディスクは必ずトレーの中 
央のガイドにしっかり合わせて置いてください。 

• トレーの開閉動作中は、手で無理や0開け閉めしない 
で < ださし、。 


□ 開/閉ボタン (A) を押して、トレーを閉める。 



ディスクトレーび閉まります。指を挟まないよラにご 
ま意ください。 


参ディスクの読み込みには数抄かか0ます。ディスクの 
読み込み中は、ボタンを押してち機能しませんので、 
ディスプレーに総曲数と総再生時間び表示されるまで 
お待ち < ださい。 


ディスクの種類 


[NO TOC CD-RW) 


-dB 3012 6 3 0 OVER 

曲 

TRACK 


68 ;? 5 


総曲数 


総再生時間 


ディスクの種類 

CD : 市販の音楽用 CD 

CD-R : ファイナライズ済みの CD-R 

CD-RW : ファイナライズ済みの CD-RW 

N0 TO 巳 CD-R : 

ファイナライズされていない CD-R 
N0 TO 巳 CD-RW : 

ファイナライズされていない CD-RW 
表示なし：内容び検知でさないディスク 


参音楽用のディスク外は、内容を検知して再生を始め 
ることびありますび、音は出ません。 
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□ 再生/一時停止ボタン (►/H) を押ず。 



1曲目か5再生び始まりディスプレーに►び点灯しま 
す。 


♦ ディスクトレーを閉めずに再生/一時停止ボタン (►/■■) 
を巧した場合、自動的にトレーび閉まり再生び始まり 
ます。 


再生を一時停止ずるには 



再生/一時停止ボタン (►/ ll ) を巧すと再生び一時停止 
します。 

-時停止中に再生/-時停止ボタン (►/ H ) を巧すと、 
一時停止したところか5再び再生を始めます。 


再生を停止ずるには 




到 I 1陪 


〇 000000 (m. 

お 式 




停止 



好さな曲か目再生するには(スキップ) 




再生中にスキップ/サーチボタン (W ィィ/ ►► ►►!) 
を押ずと、前または後ろの曲にスキップして再生を始 
めます。希望する巧番になるまで、続けて押してくだ 
さい。 

• 停止中は、スキップ/サーチボタン ( W 4 ィ </►►►►!) 
で選巧したあと、再生/一時停止ボタン ( H /^) を押し 
て再生を始めて < ださい。 

♦再生中は、 W を]回押すと再生中の巧の頭に戻 
ります。それより前の巧を再生したいときは、 
W イイイを続けて押してください。 


聴きたい部分を探ずには(ヴーチ) 




到 I _ ]陪 


(")0 0 0 ofcT 


託） 

do 





再生中にスキップ/サーチボタン ( W ィィ/ ►► ►►!) 
を巧したままでいると、早送0/早戻しびでさます。聴 
をたい部分び見つかった5指をはなしてください。 


停止ボタン(■促押すと再生び停止しまず。 
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プ□グラム再生 


プ□グラムインジケーター ( PR 日白 RAM ) び点滅し、 
「 P - 日1」(最初のプ□グラム番号)び表示されます。 


&スキップ/サーチボタン ◄◄/►►►►!) 
を使って、プ□グラムずる曲を選ぶ。 


一選局 

■© 感 


選んだ曲びプ□グラムされます。 

複数の曲をプ□グラムするとさは、已と且をく 0返し 
て < ださい。 

別な巧を選ぶと再び P び点減します。同じ巧を続けて 
選ぶとさは、そのままプ□グラムボタンを押してくだ 
さい。 

参プ□グラムを中止したいとをは、停止ボタンを押して 
<ださし、。 

♦ そのディスクにを在しない曲番はプ□グラムでさませ 

D プ□グラムび終わった5、再生/一時停止 
ボタン (►/H) を押す。 


巧生/一時停止 



Q3 

-dB 3012 6 3 

晒 


。〇 VER M 厂 'i 


— rnuunrt 

盤 


巧番 


プ□グラム再生び始まりまず。 

PR 日 GRAM インジケーターび点滅か5点灯に変わり 
ます。 


32曲までプ□グラムでをまず。 

♦プ□グラムする前に、 CD ボタンを巧してディスクをセッ 
卜しておいて < ださい。 

♦プ□グラム再生中はシャッフル再生できません。 

参フアイナライズされていないディスクは、プ□グラム再 
生でさません。 


□ 停止中にプ□グラムボタンを押ず。 

プ□ブラム 


□ プ□グラムボタンを押ず。 


フ□クラム 





ESM 

-dB 3012 6 

曲 


30 OVER 


IP 


I 口 - 


CD 

—^ PROGRAM — 

TRACK 

Ea 1 

一づ / . 、 

、 V "/' n 1 

-dB 3012 6 3 0 OVER } 

二 ! ーレー！！； 

四 I 

'/.〇、し • 1 


( 〇 〇 〇 ?亡〇 〇 〇 
0 0 0 0 ^0 
0 0 0 0 0 0 〇〇 
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プ□グラムした内容を確認するには 


プ□グラムの最後の巧を削除するには 



停止中にスキップ/サーチボタン （ M ィ <</►► ►►1)を 
くり返し巧すと、プログラムされた曲まび順番に表おさ 
れまず。 



停止中にク IJ アボタンを巧すと、プ□グラムの最後の曲 
び削除されます。 


参曲番び表をされている時にク IJ アボタンを巧すと、その 
曲番び削除されまず。削除後、巧の曲蚕び繰り上び0まず。 


プ□グラムの最後に曲を追加するには 



全てのプ□グラム内容を消去ずるには 



停止中に停止ボタン (■) を巧ずと、プ□グラム内容はミ肖 
まされます。 


参 iU 下のボタンを巧した場合ち、プログラム内容は消去さ 
れまず。 


本体 

開/閉ボタン 
電源ボタン 
FM/AM ボタン 
PHONO/TAPE/AUX ボタン 


U モコン 

FM/AM ボタン 
PHONO/TAPE/AUX ボタン 


停止中にプ□グラムボタンを巧してから、スキップ/サー 
チボタン ( W ィ 《/►► ►►!) で曲を選び、ち5—度プ〇 
グラムボタンを巧すと、プ□グラムの最後に曲び追加さ 
れます。 
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ピート再生 


シャッフル再生 


000 
〇 0 
〇 〇 


U ピートボタンを押すたびに、リピート再生のモードび変 
わります。 

r-^ REPEAT ALL -► REPEAT 1 ^ 

-(オフ)^- 

REPEAT ALL ( 全曲リピート） 

再生中に U ピートボタンを押します。 

再生中のディスクの全曲をくり返し再生します。 

REPEAT … 巧リピート） 

再生中に U ピートボタンを2回押します。 

再生中の巧をくり返し再生します。 U ピート再生中にス 
キップ/ヴーチボタンを押して他の曲を選ぶ 
と、その曲をくり返し再生します。 

停止中は、 U ピートボタンを2回押してからスキップ/ 
サーチボタン (W ィ /►►I) で曲を選び、再生ボタンを巧 
すと、1曲 U ピート再生を始めます。 


♦ のボタンを押すと U ピート再生は解除されます。 

本体 

開/閉ボタン 
電源ボタン 
FM / AM ボタン 
PHONO / TAPE/AUX ボタン 

リモコン 

FM / AM ボタン 
PHONO / TAPE/AUX ボタン 

♦ フアイナライズされていないディスクは、 U ピート再生 
でをません。 


シサツフル 



〇 〇 
〇 〇 


停止中にシャッフルボタンを押してか5再生ボタンを押す 
と、ディスクの全巧をランダムに再生します。 

全曲のシャッフル再生び終わると、再生を停止します。 

♦シャッフル再生中にボタンを押すと、なの曲びラン 
ダムに選択されます。ボタンを押すと、再生中の巧 
の頭に戻ります。シャッフル再生中は、再生び終わった 
巧には戻れません。 

♦プ□グラム再生中はシャッフル再生でをません。 

♦し^下のボタンを押すとシャッフル再生は解除されます。 

本体 

開/開ボタン 

電源ボタン 

FM / AM ボタン 

PH 日 N 日/ TAPE/AUX ボタン 

リモコン 

FM / AM ボタン 

PH 日 N 日/ TAPE/AUX ボタン 

停止中にシャッフルボタンを押した場含 

参フアイナライズされていないデイスクは、シャツフル再 
生でをません。 


IJ ピ-卜 
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スプレーの表示 



OCDO 
000 
〇 〇 
〇 〇 


表示 



CD の再生中、録音中または録音待機中に U モコンの表示 
ボタンを押すと、デイスプレーの表示び切0換わります。 


CD/CD-R/CD-RW ( 再生中 ) 



再生中の経過時間 



ESM ► 

-dB 3012 6 3 0 OVER 

曲 111111111111111 


CD 




再生中の曲の残り時間 



ディスクの経過時間 


CD 


gg>l ► 

-dB 3012 6 3 0 OVER —— 

面 1111111111111111 

偶日 


ディスクの残り総時間 


録音待機中 



A ディスクの残り録音可能時間 


NO TOC CD-RW 

-E^- II 

-dB 3012 6 な ' 0 OVER 

面 !11111 

^ - ， - ^ 



PH 日 NO / TAPE / AUX の焉をは、何も表示されません。 
ラジオの場合は、選局したプ U セツト番号巧び周波数び 
表示されます。 



録音待機中 




-dB 3012 

曲 1111111111 


N0 TOC CD-RW 
TRACK 


6 


rr^si► 

30 OVER 





録音中の巧の経過時間 


叫【ル 1[»】 

-dB 3012 6 

面 ]1111111111 


N0 TOC CD-RW 


► 

3 0 OVER 




ディスクの残り録音可能時間 




N0 TOC CD-RW 


-dB 3012 6 

面 ]1111111111 


► 

30 OVER 


PH 日 NO / TAPE / AUX の焉をは、何も表示されません。 
ラジオの場合は、選局したプ U セツト番号巧び周波数び 
表示されます。 
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カセツトテープを聴くには 


□ PHONO / TAPE / AUX ボタンを押して 
TAPE を選ぶ。 




引1 1|>< 


) 0 0 0 0 0 0 C~> 

h 〇? 




PHONO/ 

TAPE/AUX 



♦ PH 日 N 日/ TAPE / AUX ボタンを押ずたびに、 
PH 日 N 日（レコード )、 TAPE (カセツトテープ)、 
AUX 例部機翻と順番に切り誓わります。 


□ ゆっくりとターンテーブルカバーを開ける。 



心 ターンテーブルカバーを開閉ずるときは、手などを 
はさまないよラにごま意ください。 


□ 録音済みのカセツトテープをカセツトホル 
ダーにセツトずる。 



テープび露出している側を手前に、再生ずる面を上に 
してカセツトをセツトしてください。 


□ テープ切換スイッチを切り換える。 



テープ切換 
ノー マんパイ 


因 


ノーマルテープ(タイプ I ) を再生する場合は「ノーマル」 
に、ク □ーム テープ(タイプ n )/ メタルテープ(タイプ IV ) 
を再生する場合は「八イ」に切り換えてください。 
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再生ボタン (►) を押ず。 




再生び始ま0ます。 

片面の再生び終わると停止します。別な面を再生ずる 
とさは、カセットを裏返してくださし、。 


再生を停止ずるには 

再生中に停止ボタンを巧すと、再生び止ま0ます。 

再生 卷戻し 早送り 停止一時停化 


[> <]<] に〇 口 □□ 

」 UUL な 


一時停止ずるには 

再生中に一時停止ボタンを巧すと再生び一時停止しま 
す。をラー度押すと、再び再生を始めます。 

停止中に一時停止ボタンを巧してか5再生ボタンを押 
すと、その場所で再生待機状態にな0ます。 

再生 き房し 早送り 停止一時停止 


[> < K ] 〇[> □ □日 


早送り/巻き戻し 


早送0または巻を戻しボタン （44/►►) を押すと、 
テープを早送0/巻さ戻しします。 



早送り/巻を戻しを中断するときは停止ボタンを押し 
て < ださい。 


再生ボタン (►) ときさ戻しボタン （ W ) を同時に 
押さないでください。テープび正常に卷さ取れず、 
からまってしまラことびあります。 


テープの最後まで早送り/きさ戻しび終わっても、 
自動的に停止しません。忘れずに停止ボタンを押 
して止めてください。 
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録音するときのを意 


♦ CD の規格により、目白巧までしか録音でをません。 

♦ 本機では1日秒し U 下の巧は録音でさません。 

♦ 録音を開始してから1日秒!;{内に停止ボタン (■) または 
再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押した場含は、 ] 日秒に 
なってか5停止します。その間は無音録音状態にな0 
ます。 

♦録音を停止すると、 「 REC 」 と「-」び数秒間点 

滅します。録音中および 「 REC 」 と「-」の点滅 

中は、電源プラグをコンセントから抜いたり、本機を 
揺5したりしないでください。録音内容を正しく記録 
でさな< な0ます。 

♦ 録音の途中でディスクの録音可能時間び日になると、自 
動的にファイナライズして停止します。 

♦ 録音の途中でディスクび目9曲になった場合は、自動的 
にファイナライズしてか5停止します。 

♦途中まで録音してあるディスクを入れた場合は、録音 
済みの部分の終わ0から続けて録音されます。 

♦オートトラック機能を使ラ場合、本機は設定したレべ 
ルに従って巧を区切りまず。そのため、冒頭や巧間に 
無音部分や雑音のあるソースを録音すると、一曲あた 
りの長さ屏生時間)やトラック数び一致しないことびあ 
ります。 

♦ライブアルバムのよラな連続した音楽では、曲番をつ 
ける隙に、音び途切れて録音されます。 

♦ 本機で録音したディスクを他のプレーヤーで再生した 
場合、トラック切り誓わりの隙に小さなノイズび発生 
することびあります。 

♦録音、消去、ファイナライズの最中に電源を切ったり、 
電源プラグをコンセントから扳かないでください。 

デイスクを破損する恐れびあります。 


CD-R と CD-RW 

♦ CD - R ディスクには一度だけしか録音できません。また、 
録音した巧を消去することちでさません。 

ただし、ファイナライズしていないディスクで録音可能 
時間び残っている場合は、追加録音ずることびできます。 
録音び終わった CD - R をファイナライズ (3 已ページ)する 
と、一般の CD プレーヤーでも再生できるようになりま 
す。（ただし、一部の CD プレーヤーでは再生でさないこ 
とびあります） 

♦ CD - RW ディスクの場合は、録音可能時間びいっぱいに 
なってわ、録音した曲を消去すればくり返し使用するこ 
とびでをます。 

ただし消去でをるのは、全ての曲、または最後に録音し 
た巧だけです。途中の曲だけを消去ずることはでさませ 
/u 。 

CD - RW は、 CD - RW に対応した CD プレーヤーでしか再 
生でをません。 

♦ファイナライズ済みの CD - RW は、アンファイナライズ 
すればさ日に録音したり、録音した巧を消去した0する 
ことびでさます。 


デジタル録音ずるとさのルール 

シ U アルコピーマネージメントシステム 
シ U アルコピーマネージメントシステム ( SCMS )、 各種 
デジタルオーディオ機器の間で、「デジタル信号をデジ 
タル信号のまま録音ずること(コピー）」を「1世代まで」 
と規制したわのです。以下の原則びあ0ます。 

「 CD 、 MD など市販のデジタル音楽ソフト」や、「アナ □ 
グレコードや FM 放送などをデジタル録音したわの」のコ 
ピーはでさまずび、コピーのコピーはでをません。 


ファイナライズ 

T 日 C 備音したデータの情漸をディスクに記録するこ 
とをファイナライズといいます。 

ファイナライズしたディスクには、録音することびで 
さません。ただし CD - RW の場合は、アンファイナライ 
ズすれば再び録音することびでさます。 

(TOC : Table of Contents ) 
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曲番のつけ方の設定 





乱 

〇 

決 

吕 

. 0 0 0 0 0 □ 

) 〇ミ 


マお 

5舊ノ 



マニュアル/オート録音ボタンを1回押すと、現在の設 
定び表示されます。他の設定を選ぶ場合は、マニュアル 
/オート録音ボタンをく 0返し押してください。 

♦ 曲番のつけ方の設定は、 PH 日 N 日/ TAPE / AUX 巧びラ 
ジオを録音する隙、ディスクトレーび閉じている時に変 
要でさます。 

♦ラジオ放送を録音する時は、本機のマニュアル/オート 
録音ボタン(ラジオ受信時は、プ U セットボタンにな0 
ます)ではなく、 U モコンのマニュアル/才ート録音ボタ 
ンで設定してください。 


7ニュアル/ 
tt — s 錠音 



000 


〇 〇 


♦録音中は、マニュアル/オート録音ボタンを押しても機 
能しません。 

録音待機中は、マニュアル/才ート録音ボタンを巧すと 
設定の状態び表示されます。 

♦工場出荷時の設定は、マニュアルです。 

♦本体の電源ボタンをオフ、または開/開ボタン ( A ) を押 
すと、設定は r マニュアル」にリセットされます。 

♦静かな部分び多い曲や、雑音のをいラジオ放送などは、 
オート録音機能び働かないことびあります。 

♦ディスクをセットした直後は、切換えびすぐにでさませ 
ん。 「 N 日 T 日 C 」 と表示されます。 


-( マニュアル） 

自動では曲蚕を付けません。 

曲番を付けるには、録音中に巧番を付けたいところで巧 
蚕設定ボタンを押してください。 （34 ページ） 

レコードやカセットテープなど、アナ□グのソースを録 
音する場合は、こち5を選んでください。 


-20 db 、-30 db 、 または- 40 db (才—トトラック） 

録音中に自動的に®蚕を付けまず。 

入力信号び2秒政上続けて無音状態(一2日 d 日、 
-3 日 d 巳、または一4加目攻下)になったあとになの巧 
び始まった場合に、自動的に曲番を更新しまず。 

-2 日 d 目、 一3 日 d 目、または一4日 dB を選ぶと 、 AUTO 
インジケーターび点灯します。 

♦ルさな音か5始まる曲に巧番を付けるとさに、一2日 d 巳 
だと曲の頭び欠けてしまう場合は、一3日 d 目または一 
4日服に設定してみてくださし、。 

♦ 無音状態を検出するレベルは、 

一 40 d 巨く 一3日 d 巨く 一2日 d 目 
の順で大さくな0ます。 

雑音のある ソースを 録音する場合は 一2日 d 目(またはマ 
ニュ アル)、 CD など雑音のかない ソースを 録音するとさ 
は一4日服を選んでください。 


オートトラック設定で、雑音び多いソースやアナ □ 
グのソースを録音すると、曲番び多<付さ過ぎてし 
まラことびあります。その場合は、マニュアル設定 
を選び、曲番を付けたいところで曲番設定ボタンを 
巧してください。 
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PH 日 N 日(レコード)、 TAPE (カセットテープ)、または FM / 
AM (ラジオ)、 AUX の音を CD - R または CD - RW に録音ずる 
ことびでさます。 

本機の CD の音を録音ずることはでをません。 

Q PHONO / TAPE / AUX ボタンまたは、 FM / 
AM ボタンを押して録音ソースを選ぶ。 


PHONO/ 

TAPE/AUX 



♦ AUX 端子に接続した機器の音を録音する場合は、 
「 AUX 」 を選んでください。 


已録音用の CD - R または CD - RW をセットず 
る。 



開/開ボタン ( A ) を押すとディスクトレーび開きます。 
ディスクのレーベル面を上にしてトレーにのせてか 
5、開/開ボタン ( A ) を巧してトレーを閉めてください。 
ディスプレーに 「 N 日 T 日 C 」 とに D - R (または CD - RW )」 
インジケーターび点灯していることを確認してくださ 
し、。点好していない場合は録音でをません。 

• 必要に応じて、巧蚕のつけ方の設定を行ってください。 
(31 ぺージ） 


0録音ボタンを押し、録音待機状態にずる。 



録音ボタンを押ずと録音待機状態しなり、録音ボタン 
の中むびホく点滅します。また、ディスプレーの 
「 REC 」 び点滅、「…び点なしまず。 

♦ 録音ボタンを押したあと、 「 bus 丫」の表示中は f 也のボ 
タンを押しても機能しません。 「 bUSY 」 び消えるまで 
お待ちくださし、。 

参録音ボタンび赤く点滅しない場合は、日に戻って録音 
可能なディスクに交換してください。 「 N 日 TOC 」 と 
「 CD - R (または CD - RW )」 インジケータび点灯するまで 
数秒間待ち、その後録音ボタンを押してくださし、。 

♦ 必要に応じて、「録音レベルの調節」を行ってくださし、。 
(34 ぺージ） 
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FM / AM ラジオを録音ずる場合 



守-巧 r スキツプパ-チ 




〇 



n で FM / AM ボタンを押して、 FM または AM を選んでく 
ださし、。 

プ U セットボタンまたはスキップ/サーチ-選局ボタン 
(1 8ぺージ)を巧して、録音したい放送局を選びます。 
次のステップの且の録音待機状態後では、選局び巧えま 
せん。已の段階で録音する放送局を選んでください。 


〇吕0( 


IOI 
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□ 録音ずるソースを準備ずる。 

レコードを録音ずる場合 

II で rPHONO 」 を選んでください。 

レコードの端、または録音したい圏巧まで I ンアーム 
を移動して、ゆっくりと下してくださし、 



I -ーンアームを内側へ動かずと、ターンテーブルび回り 
始めます。 

♦ターンテーブルび止まった状態だと、次のステップ 
の□で再生/一時停止ボタン (►/ H ) を押してち録音で 
きません。 


□ 再生/一時停止ボタン （► / II )を押して録音 
を始める。 


カセツトを再生待機状態にしておいた場合は、カセツ 
卜の一時停止ボタンを解除してください。 



録音中は、録音ボタンの中むび赤く点灯します。 


カセツトテープを録音ずる場合 

n で 「 TAPE 」 を選んでください。 

カセツトを再生または再生待機状態にしてください。 


再ま ま戻し 早まり 径止一時居止 


L が U 咬 


♦カセツトを再生ずるには、再生ボタン(►促押してく 
ださい。 

♦カセツトを再生待機状態にするには、先に一時停止ボ 


タン ( H ) を巧してか日、再生ボタン (►) を押してくだ 
さい。 

♦録音ずるとをに、曲の冒頭部分び切れないよラにする 
には、カセットテープの頭出しをした後、カセットを 
再生待機状態にし、次のステップの且の録音をスター 
卜してからカセットの一時停止ボタン ( H ) を解除して 
<ださし、。 

♦カセツトび停止状態だと、なのステップの□で再生/ 
一時停止ボタン (►/ H ) を押してを録音できません。 


AUX 端テに接続した機器を録音ずる場合 

II で 「 AUX 」 を選んでください。 

AUX 端子に接続した機器の再生を始めてくださし、。 

♦ AUX 端子に接続した機器か5録音するときに、曲の 
冒頭部分び切れないよラにするには、機器の頭出しを 
した後、一時停止にし、次のステップの且の録音を 
スタートしてから機器の一時停止を解除してくださ 
い。 

♦ AUX 端子に接続した機器に一時停止の機能びない場 
合は、先に次のステップの且の録音スタートをして 
から機器の再生を始めてください。 


録音中および 「 REC 」 と「-----」の点滅中は、電源を 
切った0電源プラグをコンセントか5抜いたり、本 
機を揺5したりしないでください。録音内容を正し 
く記録できなくなります。 


録音を停止ずるには 

停止ボタン (■) を押すと録音び停止します。 



レコードの再生び終わってターンテーブルの回転び止ま 
るか、またはカセットテープの再生び終わると、録音も 
自動的に停止します。 

I -ーンアームの動作音などを計な雑音を録音しないため 
に、レコードまたはカセットテープの録音する曲の再生 
び終わり次第、停止ボタン (■) を押して録音を停止して 
<ださい。 


録 


♦ 録音び終わつた CD - R をファイナライズずると、本機！;(が 
の CD プレーヤーでも再生でさるよラにな0ます。 （3 已ペー 
ジ） 

録音を停止すると、ディスプレーに 「 REC 」 と r - End --」 
または「---- J び数秒間点滅します。 

「 REC 」 と 「- End --」 または r ----」の点滅中は、電源を切つ 
たり電源プラグをコンセントから抜いたり、本機を揺 
5したりしないでください。録音内容を正しく記録で 
をな < なります。 
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音（続き) 


録音を一時停止するには 



録音レベルの調節 


再生/一時停止ボタン (►/ ll ) を押してください。 



「 bUSY 」 びディスプレーに表示され、録音び一時停止し 
ます。録音を再開するとさは再び再生/一時停止ボタン 
(►/■■) を押して < ださし、。 

♦ rbUSY 」 の表示中は録音を再開できません。 

•録音を一時停止または停止するたびに、新しい曲番び付 
さます。 

♦ 録音開始後、1日秒巧に停止ボタンまたは再生/一時停 
止ボタンを押した場合は、 ] 日秒間の録音を行った後、 
停止/一時停止します。 


録音中に手動で巧番を付けるには 


録音中にレベルメーターの「日 VER 」 び点好すると音び歪ん 
でしまいます。33ページの手順且で、必要に応じて録音 
レベルを調節して < ださし、。 

録音レベルつまみをちに回すと大きくなり、左に回すと 
ルさくな0ます。 



■•"M ル1 N0 T0C CD-RW 

"""U 、、、I ' AUTO TRACK 

-las-T II I 

-dB 3012 6 穿 、 COVER } 

面 ]111111111111111111111 llllii お I 


邸日 


録音レベルは、 -8 服(-に)か5+8服什に)の間で調 
節でをます。 



♦ 工場出荷時の設定は Od 目です。 


只11_11只 


♦停止ボタンを押すと、録音レベルは日 d 巨に U セットされ 
ます。 

0 0 0 0 

soon 

〇〇 

〇三 



♦録音するソース(レコード、カセットテープ、 CD など)に 


よっては、音量に差びあ0ます。様々なソースを適切な 
音量で録音するためには、ソース毎に録音レベルの調節 
び必要です。 



録音中に巧番設定ボタンを押すと、押したところび巧の 
頭になって、巧番び付をます。 

♦巧番設定ボタンは、マニュアル/才ート録音の設定 
(3 ] ぺージ)に関係な<使えます。 

♦] 日秒 UTF のトラック分割はできません。また一枚の CD 
につを目目曲まで分割巧能です。 

♦巧蚕をつける隙に、音の途切れび発生します。 


ラジカセや携帯用音楽プレーヤーのへッドホン端子 
と本機の AUX 端子を接続した場含 

本磯の録音レベルは日 dB にしておいて、ラジカセや 
携帯用音楽プレーヤー側の音量を調節してくださし、。 
携帯用音楽プレーヤーなどの音量を最大にしてち、録 
音レベルび低い場合は、 ピーク レベル メーターを 見な 
びら本機の録音レベルつまみをみしずつちに回して 
調節してくださし、。 
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フアイナライズ 


T 日 C (録音したデータの情報)をディスクに記録することを 
フアイナライズといいます。 


CD - R をファイナライズすると、本機政外のの CD プレー 
ヤーで再生でさるよラにな0ます。ファイナライズされた 
CD - R にはそれ]^处上録音することびできません。 

CD - RW をファイナライズすると、 CD - RW 対応の CD プレー 
ヤーで再生でさるよラにな0ます。ファイナライズ済みの 
CD - RW にさ5に録音したいときは、アンファイナライズ 
してください。 （3 目ページ） 

♦何を録音されていないディスクはフアイナライズでさま 
せん。 


♦録音中でわディスクの録音時間び一杯になると自動的に 
フアイナライズされます。フアイナライズ済みのデイス 
クをさ5にフアイナライズすることはでさません。 


□ ファイナライズ/消去ボタンを押ず。 




只「[_ J 1 只 


〇 〇 〇 

■ 0 0 0 0 

so 

OS 




’ィ露スン 




NO TOC CD-RW 

-dB 3012 6 3 

团 

DDVE 中 1 「旧し 


「 FINAL 」 びディスプレーに表をされまず。 

参中断したい場合は停止ボタン (■) を巧してください。 


□ CD ボタンを押す。 





C 

c 

( 

pM IIS 

3 00000 O CD 

)1_ ]〇 

，〇 Oo 






B フアイナライズされていないディスクを 
セツトずる。 



ディスプレーに「一一」び数抄間点滅しますので、消え 
るまでお待ちください。 


D 巧定ボタンを押して、ファイナライズを始 


める。 




目 II_II 目 


〇 〇 

i 〇 〇 〇 〇 〇 

so 

〇〇 




決定 



- N0 TOCf-CD-RW 

W 、 … ' 一 ''' 、千 RACK 

-dB3 。 辟嚇 erl i,n 


卜 in 

曲 1 Ml 

卜 lU 


[NO T 日 C 」 と 「 REC 」 び点滅し、所要時間びディスプ 
レーに表示されます。 

ファイナライズび完了すると 、 「NO T 日 C 」 び消えて通 
常の表示(総曲数と総再生時間)に戻ります。 

♦ ファイナライズ中は、ボタンを押しても機能しません。 
♦ 4倍速政上の高速対応の CD - RW ディスクは、ファイ 
ナライズしてち、他の CD レコーダーで再生でをない 
ことびあ0ます。 

♦ ディスクの種類によってファイナライズの処理にかか 
る時間び変わります。 


録音中および 「 REC 」 と「----」の点滅中は、電源を 
切ったり電源プラグをコンセントか5抜いたり、本 
機を揺5したりしないでください。正しくフアイナ 
ライズでさな< な0ます。 
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C D-R W の消去とアンフアイナライズ 


CD - RW の「全ての 曲」 または r 最後の曲」を消去することび 
でさます。 

途中に収録された m だけを消去ずることはでさません。 

フアイナライズ済みの CD - RW は、アンフアイナライズす 
ると、追加で録音したり曲を消去したりでをるようになり 
まず。 

□ CD ボタン对甲ず。 




邹 11 貝 


ご0 0 0 0 0 0 〇 

fed ミ 





Q CD - RW をセツトずる。 



□ 停止中にファイナライズ/消去ボタンを巧ず。 




°fl -]お 


(")0 0 

■ 0 0 0 0 

〇〇 

〇〇 




ファィ轟ィブ/ 



ファイナライズされていないディスクをセツトした場合 

ディスプレーに 「 FlnAU と表示されます。 

ファイナライズ/消去ボタンを巧すたびに、ディスプ 
レーの表示び次のよラに変わ0ます。 


F IHHL 


E 1~ H ! jE + r 最後の ffl 翻 

最後の巧だけを消去しまず。 

デイスクに]巧しか録音されて 
いない場合は、表示されません。 


[FrRSFRLLL _I 

全ての曲を消去します。 

♦ ファイナライズ/消去ボタンは停止中にしか使えませ 
Aj 。 

♦ 中断したい場合は停止ボタン (■) を押してくださし、。 

□ ミ夫定ボタンを押して消去またはアンファイ 
ナライズを開始ずる。 




只11_ IIS 


〇 〇 

i 〇 〇 〇 〇 〇 

〇〇 

05 




巧定 



所要時間びディスプレーに表示されまず。 

消去/アンファイナライズび完了ずると、通常の表示 
(総曲数と総再生時間)に戻ります。 

♦ 消去/アンファイナライズ中は、全てのボタンび機能 
しません。 

♦ 消去は取消しでをません。巧を消去するとさは、消去 
してをよい曲か確認してください。 

♦ アンファイナライズ中は、ディスプレーに「1\1日 T 日 C 」 
び点滅し、アンファイナライズび完了すると点灯にか 
わります。 

消去/アンファイナライズ中は、電源を切った〇電 
源コードを抜いた0しないでください。正しく消去 
/アンフアイナライズでをなくな0ます。 


フアイナライズ済みのディスクをセツトした場台 

デイスプレーに run FlnAU び表示されます。 
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録音終了タイマー 


録音終了設定時間 
「 OFF 」 と録音終了設定時間(分/秒)び表示されます。 

ロ スキップ/サーチボタン〇ィィ ►►!) 
を押して、録音を終了したい時間を選択ずる。 


スキツフンヴーチ 


〇 



ボタンを巧すたびに、已分刻みで設定時間び繰り上び 
り(または繰り下がり)ます。 

ディスクの最大録音巧能時間まで設定することびでを 
ます。 


録音ボタンを押し、録音待機げ態にずる。 


Or. 


録音ボタンを押すと録音待機状態にな0、録音ボタン 
の中むびホく点滅します。 

デイスプレーの 「 REC 」 び点滅、「■■」び点灯します。 


□ もう一度録音ボタンを押ず。 


-dB 3012 

咖11111111111111 


csa^- II 

ゴ ' 0 OVER 


NO TOC CD-RW 


nr 


FM 


地 


LI 


本機の録音終了タイマーで録音終了時間を設定して、ラジ 
才や AUX 端テに接続した機器の音声を録音することびでさ 
ます。 

Q PHONO / TAPE / AUX ボタンまたは、 FM / 
AM ボタンを押して録音ソースを選ぶ。 



アナ□グ音青入力端子 ( AUX ) に接続した機器の音を録 
音する場をは、 AUX を選んでくださし、。 

Q 録音用の CD - R または CD - RW をセツトずる。 



開/開ボタン ( A ) を押すとディスクトレーび開をます。 
ディスクのレーベル面を上にしてトレーにのせてか 
5、開/開ボタン ( A ) を巧してトレーを閉めて<ださい。 

ディスプレーの 「NO TOC 」 と 「 CD - R (または CD - RW )」 
インジケーターび点丹していることを確認して<ださ 
し、。点灯していない場をは録音でをません。 

曲番の付け方の設定 (31 ページ)、録音レベルの調節 
(34 ページ)、放送局の受信、 AUX 端子に接続した機 
器の再生の準備などをしておをます。 


例：録音時間「74分」の CD-RW の場含 

曰:日。^-1 

10:00 

:(已分刻み） 

70:00 

で 

74:00 ^- 


• 設定した時間は本機に記憶されます。 

次回設定時は、記憶されている時間び表示されまず。 
録音停止時間を変更したい場合は、手順 n から且の 
操作を行って < ださし、。 


次ページに続く一 
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録音終了タイマー（続き) 


□ 再生/一時停止ボタン（►/ I "を押して録音 
を始める 0 



才ーディオタイマーで 
録音 ON - OF 刊き刻を設定ずる 


市販のオーディオタイマーを使ラと、設定した時刻に録音 
を開始して、設定した時刻に録音を終了することびでをま 
す。 

オーディオタイマーの操作については、オーディオタ 
イマーの取扱説明書をご覧ください。 

□ 本機の電源プラグをオーディオタイマーの 
アウトレツトに接続する。 


録音び始まると、録音終了設定時間の表示び動さ始め、 
「日日:00」になると録音を停止します。 

♦ 録音び終わると、録音終了タイマーの設定は觸除され 
ます。 

♦ 録音中は通常の録音と同じよラに、一時停止、巧番の 
追加び巧能です。 （34 ページ） 

♦ 停止ボタン (■) を押すと、録音(録音待機)状態び解除さ 
れます。 

♦ 録音中に U モコンの表示ボタンを押す度に「録音終了 
までの残〇時間」^「ディスクの残〇録音巧能時間」 
録音中のソース」を表示します。 


0オーディオタイマーで、本磯の電源をオン 
にずる時刻とオフにずる時刻を設定ずる。 


オーディオタイマーの 電源 ON 時間 

本機に録音用 CD に D - R または CD - RW ) びセットさ 
れている場合、電源び入ってか5ディスクを読み込 
み、録音を開始するまで、約30秒ほどかか0ます。 

そのため、 オーディオタイマーの 電源 ON 時間は、 
録音を開始したい時間より！〜2分早めに設定して 
ぐださい。 


オーディオタイマーの 電源 OFF 時間 

録音中にディスクの録音時間び一杯になると、自動 
的にファイナライズを始めます。 そのため、オーディ 
オタイマーの 電源 OF 刊き間は、本機の録音絵了タイ 
マーの終了設定時間より3〜已分長く設定してくだ 
さい。 


才ーデイオタイマー のアウ トレツトをオン 
にずる。 

□ 本機の録音終了タイマーを設定ずる。 

(37、38ぺージ)の手順 n から曰の操作を行ってく 
ださし、。 
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□ オーディオタイマーのアウトレットをオフ 
にずる。 


タイマーの設定時刻になると 

本機の電源びオンになり録音び始まります。 

I 

録音が始まると 

録音終了タイマーび働さ、録音終了設定時間の表示び 
動さ始めます。 

録音中は、電源を切った0電源コードを损いた0 
しないでください。 CD - R (または CD - RW ) デ イス 
クび正常に録音されず、使用でをな<なる恐れび 
お0ます。 


表示が 「00:00 J になると 

録音を停止します。 

オーディオタイマーの 電源 オフ設定時刻になると 

電源びオフにな0ます。 


才ーディオタイマー^と録音終了タイマー ぶ 
設定時間の例 

ラジオ放送を rAM 8:00」 〜 「 AM 9:00」 まで録音し 
たい場含 

本磯の録音終了タイマーを 「日 己: 日 0」に設定 
才ーディオタイマーの 日 N 時間を rAM 7: 己目」に、 
日 FF 時間を 「AM 日:日 8」に設定 


AM 7: 已 &00 


AM 8:00:00 


AM 9:00:00 
AM 9:04:00 


AM 9:08:00 



才ーディオ タイマーの日 N 設定時刻になると本機に電 
源び入り、ディスク読込み動作(約30秒)完了後、録音 
を開始します。それと同時に録音終了 タイマーの 設定 
時間の表示び動を始め、 「日日:日日」 になると録音を停 
止します。 

その後、オーディオタイマーの日 FF 設定時刻で電源び 
切れます。 


録 

sir. 
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たとをは 


本機の調テびおかしいときは、修理を依頼される前に政下 

の内容をわラー度チェックしてください。また、本機]^处が 

の原因わ考えられます。接続した機器の使用方法を合わせ 

てご確認ください。 

それでも正常に動作しない場合は、お買い上げの販売店ま 

たはティアック修理センター薩表紙に記載)にご連絡くだ 

さい。 

電源び入6ない。 

♦電源プラグをコンセントに差し込んでください。電源 
ボタンを押して電源をオンにしてください。コンセン 
卜に電気びをているか、デスクライトや卓上扇風機な 
どをつないで確認してください。 (10. 12ページ） 

音がしない。 

♦ 音量つまみをちに回して音量を調節してください。 

リモコンで操作でさない。 

♦ 本体の電源ボタンを押して電源をオンにしてください。 

♦ 電池び消耗していた5、2本とわ新しい電池に交撰し 
て < ださい。 

♦ 本体とリモコンの間に障害物びあると操作できません。 
本体の正面か5己メートル政内の距離で、本体の U モ 
コン受光部に向けて操作してください。 

♦ 本体の近くに強力なライトびあるとをは、ライトの電 
源を切って < ださし、。 

近くにあるテレビなどが誤動作ずる。 

♦ワイヤレス U モコン機能を持つテレビの一部には、本 
機の U モコン操作により誤動作するものびあります。 
その場含は、本機の U モコンを操作する間は他の機器 
の電源を切ってください。 

雑音がずる。 

♦ テレビや電子レンジなど、電磁波を出すちのか5はで 
さるだけ離して設置してください。 


CD レコーダー 

再生でをない。 

♦ ディスクをトレーの中むに正しくセツトしてくださし、。 
ディスクび裏返しになっている場合は、ディスクの レー 
ベル面を上にして入れ直してください。 

♦ ディスクびミちれている場含は、ディスクを拭いてくださ 
い。 

何も録音されていないディスクび入っている場をは、 
録音されているディスクを入れてください。 
■►ディスクの品質や録音状態によっては、 CD - R / 
CD - RW を再生できないことびあります。 


音飛びがずる。 

♦震動を与えると音飛びします。本機は安定した場所に 
設置してくださし、。 

♦ ディスクび巧れている場合は、ディスクを拭いてください。 
-► 傷び付いたディスクは使わないでください。 

録音できない。 

♦ 再生専用のディスクやファイナライズ済みのディスク 
は録音でさません。録音巧能なディスクをご使用くだ 
さい。 

-► CD - R の録音残り時間び足りない場合は、ディスクを 
交換してくださし、。 

ファイナライズ済みの CD - RW には録音できません。 
アンファイナライズするか、ディスクを交換してくだ 
さい。 

今 CD - RW の録音残0時間び足りない場合は、不要な巧 
を消去するかディスクを交換してください。 

♦ 録音ボタンのみ押した状態では、録音待機状態になり 
録音はスタートしていません。必ず、再生/一時停止ボ 
タン (►/" を押して録音をスタートさせてください。 

ラジオ 

受信でさない。受信態が悪い。 

■►選局ボタンを押して、放送を受信してください。 

-► FM 放送の受信状態び悪いとさは、 FM アンテナを張り 
直してみてください。 

AM 放送の受信状態び悪いとさは、 AM アンテナの向を 
を変えてみてください。 

♦テレビび近くにあるとさは、テレビの電源をオフして 
ください。 


カセツトテープ 
操作ボタンを f 甲しても動作しない。 

♦ カセツトび入っていない場合はカセツトを入れてくだ 
さい。 

♦ カセツトを正しく挿入してください。 

音質が悪い。 

■►へツドを清掃してください。 

♦ テープ切換スイッチを使用するカセツトテープに合わ 
せてください。 
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レコード 

再生でをない。雑音が入る。 

針のカバー（白いプラスチックの部分)を外してくださ 
い。 

レコード針び巧れていた5、柔5かいブラシなどを使っ 
て、奥から手前側にブラシをかけてください。 

レコード針び摩耗していた5、交換して<ださし、。 

音程がおかしい。 

レコードにあった回転速度を選んでください。 

音おびびずる。 

♦震動を与えると音飛びします。本機は安定した場所に 
設置してください。 

今レコードびミちれている場合は、レコードを拭いてくださ 
い。 

傷び付いたレコードは使わないでください。 

♦ 輸送用のネジをコインなどを使って時計回りに止まる 
まで回して < ださい。 


本機はマイコンを使用しておりまずので、が部か6の雑音 
やノイズ等によって正常な動作をしなくなることがありま 
ず。このよラな場台は一旦電源を切り、約1分後に始めか 
5操作してください。 


結露現象について 

本磯を寒い戸外から暖かい室内に持ち込んだ0、設置し 
た部屋の暖房を入れた直後などには、 CD レコーダーの 
動作部やレンズに水滴びついて正常に動作しないことび 
あります。この場合は、電源を入れて1〜2時間そのま 
ま放置してください。正常に再生でさるよラにな0ます。 


お手入れ 

表面びミちれたとをは、乾いた柔5かい巧で拭いてくださ 
い。ひどいミちれは、薄めた中性洗剤をかし含ませた柔5 
かい巧で拭いたあと、固<絞った巧で水巧をしてくださ 
い。 

3’ムやビニール製品を長時間触れさせると、表面を傷め 
ることびありますので避けてください。化学ぞラをんや 
ベンジン、シンナーなどで拭かないでください。表面を 
傷める原因とな0まず。 

A お手入れはま全のため電源プラグをコンセントか 
5巧いて行ってください。 



メ 

► ツセージー覧 




-- _ - 

ディスクを読み込み中です。 

-40 db 、 - 

.3 日 db 、 または-2日 db 

オートトラックの設定値です。 

bUSY 

ディスクを読み込み中です。しばらくお待 
ち < ださし、。 

CLOSE 

ディスクトレーを閉めます。 

d disc 

オーディオ CDUI 外の CD ディスク( MP 3、 
ビデオ CD 、 データ CD など)びディスクト 
レーにセットされました。 

disc Err 

傷などびあるディスク、または規格がの 
ディスクびセットされています。 

dlSCFULL 

ディスクびいっぱいです。これ]^处上録音で 

をません。 

ErASE 

CD - RW の最後の曲を消去します。 

ErASEALL 

CD - RW の全ての曲を消去します。 

E 「「+ 数字 

エラーび起をました。電源ボタンを押して 
電源をオフにし、約]分経ってからオンに 
して < ださし、。 

dAO cHSC 

アンフアイナライズで去ません。コン 
ピューターなどで音楽用 CD - RW に 「Disc 
at once 」 記録されたディスクでず。 

FInAL 

フアイナライズします。 

n 日別 SC 

ディスクびセットされていません。をし< 
は、ディスクのレーベル面を下にしてセッ 
卜しています。 

OPEn 

ディスクトレーを開をます。 

P - 数字 

プ□グラム番号です。 

P-FULL 

プ□グラムびいっぱいです。これ上はプ 
□グラムできません。 

TRACK 0 0:00 

何も録音されていなし、 CD - R / CD - RW び 
セツトされています。 

UnFInAL 

CD - RW をアンフアイナライズします。 


そ 

の 

他 


ディスプレー表示ついて 

ディスプレーに表示されるメッセージのアルフアベッ 
卜は、「□」一「化 「 N 」 一 rn 」 などと表示されます。 
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アンプ部 

出力 . 3.巳 W + 3.已 W 

周波数特性 . 巳曰 Hz 〜2日 kHz 

入力感度/インピーダンス . AUX :已日日 mV /2 日 kO 


CD レコータ’一部 

再生可能ディスク . CD 、 CD - R 、 CD-RW 

録音可能ディスク . 音楽用 CD - R 、 音楽用 CD-RW 

録音ヴンプ U ング周波数 .44.1 kHz 

記録フォーマット . CD-DA 

周波数特性 . 2日 Hz 〜2曰 kHz (±3 d 巨） 

S / N 比 . 8日服!; LL 属生時)、7巳服政上(録音時) 


カセツトプレーヤー部 


トラック形式 . 4トラック2チヤンネル•ステレオ 

ヘッド構成 . 再生ヘッド XI 

テープ速度 .4.8 センチ/秒 

ワウ-フラッター . 0.3% 

周波数特性 .125 Hz 〜10 kHz 

S/N 比 . 4已 dB 


チューナー部 

受信周波数 ( FM ). 7目 MHz 〜日日 MHz 

受信周波数 ( AM ). 已 22 kHz 〜1,目2目 kHz 


レコードプレーヤー部 

モーター . DC ヴーボモーター 

ドライブ方式 . ベルトドライブ 

ターンテーブルスピード . 33 ]/3、4已、78 rpm 

ワウ.フラツタ— . 日. 3〇/〇 政下 

S / N 比 . 己 OdB 政上 

カート U ツジ . セラ S ツクステレオタイプ 

レコード針 . STL -103 (サファイヤ針） / LP ’ EP 盤用 

交換針〔別売） 

rSTL -1 日3」 ... LP ’ EP 盤用サファイヤ針 （3 個入り） 
rSPL-1 日2」 .... SP 盤用ダイヤモンド針に個入り） 


スピーカー部 

エンク□ージャー形式 . バスレフ （ U ア） 

ユニット . 7日 mmx 2 

インピーダンス . 40 


—般 

入力端モ . アナ□グ （ RCA ) XI 

出力端モ . アナ□グ （ RCA ) XI 

へッドホン出力端子.. .3 .已 mm ステレオミニジャック XI 

電源 . 10日 V AC 、 已日-目日 Hz 

消費電力 . 2己 W 

がお寸法(幅、高さ、奥行） 

470 X 230 X 390 mm (突起部を含む) 

質量 . 約1 1 kg 

動作保証温度 . 日む〜3己で 


付属品 

リモコン ( RC -12 已日 ） X 1 
U モコン用電池(単3形乾電池 )X 2 
ドーナツ盤用 EP アダプター X ] 
ターンテープルカバー X ] 

ヒンジ X 2 
AM アンテナ XI 
RCA オーディオケーブル X 1 
取扱説明書(保証書付さ)(本書 )X ] 
簡単録音ガイド X ] 


仕様及び外観は改善のため予告なく変更することびあ0ます。 
取扱説明書のイラストび一部製品と異なる場合びありまず。 


42 





































保証と アフターサービス 


■保証書 

取扱説明書の裏表紙び保記書になっています。保証書は、 
お買い上げの際に販売店び r お買上げ曰-販売店名」等を記 
入した上でお渡し致します。記入事項巧び記載内容をご確 
詔の上、大切に保管してください。保証期間はお買い上げ 
曰から]年です。 

■補修用性能部品の保有期間 

当社は、この製品の補修用性能部品(製品の機能を維持ずる 
ために必要な部品)を製造打ち切り後8年間保有していま 
す。 

■ごす明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談、並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店またはティアック修理センター（裏表紙に記載)にお 
問い合わせください。 

■修理を依頼されるときは 

4日ページの「困ったときは」に従って調べていただを、な 
お異常のあるとさは使用を中止し、必ず電源プラグをコン 
セントか5抜いて、お買い上げの販売店またはティアック 
修理センター塵表紙に記載)にご連絡ください。 

なお、本体の故障をしくは不具含により発生した付随的損 
害(録音内容などの補償)の責についてはご容赦ください。 

保証期間中は 

修理に隙しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、修理させていたださます。 

保証期間が過ぎているときは 

修理すれば使巧でさる場合は、ご希望によ0有料にて修理 
させていたださます。 

修理料金の仕組み 

技術料：故障した製品を正常に修復するための料金です。 

測定機等の設備費、技術をの人件費、技術教育費 
び含まれています。 

部品代：修理に使用した部品代金です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場をわありまず。 
その他：製品を送るために必要な送料/框 I 包料などびあり 
ます。 


修理の際ご連絡いただきたい内容 

品ち： ターンテープ ル/カセツ ト 付き CD レコーダー 
型ち： 

シリアル No : 

お買い上げ日： 

販売店る： 

お客様のご連結巧 

故障の状況(できるだけ詳しく） 


■廃棄ずるときは 

本機を廃棄する場合に必要になる収集費などの費用は、お 
客様のご負担にな0ます。 


分解-改造禁止 

この機器は絶対に分解-改造しないでくださし、。 

この機器に対して、当社指定のサービス機関外によ 
る修理や改造び行われた場含は、保罰期間内であって 
ち保証対象外となります。 

当社指定のヴービス機関政外による修理や改造によっ 
てこの機器び故障または損傷したり、人的-物的損害 
び生じてち、当社は一切の責任を負いません。 


音のエチケット 

楽しい音楽ち、場合によっては大変気 
になるちのです。静かな夜間にはルさ 
な音でちよく通り、隣近所に迷惑をか 
けてしまラことがあ0ます。 

適当な音量をむびけ、窓を閉めたりへッドホンを使用 
するなどして、お互いに快適な生活環境を守0ましょラ。 
このマークは音のエチケットのシンボルマークです。 


" 音のエチケッ h I 


その他 
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保話書 


この保証書は、本書記載内容で無料修理を巧ラことをお約 
束するちのです。お買上げの曰か5左記期間中に故障び発 
生した場合は、本書をご提示の上、取扱説明書に記載の 
ティアック修理センターまたはお買上げの販売店に修理を 
ご依頼ください。 


所在地-名称（印） 


無料修理規定 

1. 取扱説明書、本体貼付ラベルなどのま意書に従った正常 
な使用状態で保証期間内に故障び発生した場合には、 
ティアツク修理センターび無料修理いたします。 

2. 保証期間内に故障して無料修理を受ける場含は、本書を 
ご提示の上、ティアツク修理センターまたはお買い上げ 
の販売店に修理をご依頼ください。商品を送付していた 
だく場合の送付方法については、事前にティアツク修理 
センターにお問い合わせください。 

3. ご転居、ご贈答品等でお買い上げの販売店に修理をご依 
頼になれない場合は、ティアツク修理センターにご連絡 
ください。 

4. なの場合には保証期間内でち有料修理となります。 

(1) ご使用上の誤りおよび不当な修理や改造による故障 
および損傷 

(2) お買上げ後の輸送-移動-落下などによる故障およ 
び損傷 

(3) 火災、地震、水害、落雷、その f 也の天災地変、公害 
や異常電圧による故障および損傷 

(4) 接続している他の機器に起因ずる故障および損傷 
(已）業務用の長時間使用など、特に苛酷な条件下におい 

て使用された場合の故障および損傷 
(目）メンテナンス 
(7) 本書の提示びない場合 


(8) 本書にお買上げ年月曰、お客様名、販売店名（印） 
の記入のない場合、あるいは字句を書さ誓え5れた 

+曰厶 

场口 

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan . 

日.本書は再発巧いたしませんので、紛失しないよラ大切に保 
管してください。 


修理メモ 


《この保罰書は、本書に明示した期間-条件のちとにおい 
て無料修理をお約束するをのでず。この保証書によって 
保証書を発行しているもの(保証責任者)、及びそれ U (外 
の事業者に对するお客様の法律上の権利を制限するちの 
ではありません。保証期間経過後の修理などについてご 
不明の場合は、ティアツク修理センターにお問いをわせ 
<ださい。 

《保証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間につ 
いての詳細は、取扱説明書をご覧ください。 



' 、 
テイアツク株式会社 干206 -8530 ま京都を摩市落合 1-47 

この製品のお取り扱い等についてのお問い合わせは 

AV お客様相談室までご連絡ください。 

お問い合わせ受付時間は、±■曰-祝曰-脾社休業日を除 
<9:30〜] 2:00/1 3:00〜] 7:00です。 

故障-修理や保守についてのお問い合わせは 

ティアック修理センターまでご連絡ください。 

お問いをわせ受付時間は、±■曰-祝曰-弊社休業曰を除 
<白:3日〜17:日日です。 

AV お客様相談室 

gag 0570-000-701 

5■でな 端一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利用いただけます。 

干 206-8530 東京都多摩市落合1 -47 

電言舌： 042 -3 已色-923已 / FAX : 042 -3 已 6-9242 

ティアック<疹理センター 

55^0570-000-501 

おち； 端一般電話-公衆電話からは市内通話料金でご利巧いただけまず。 

干3已 8-0026 i 奇玉県人 P 苗市谷田8己8 

電言舌： 04-2901-1 033 / FAX : 04-2 白01 - 103色 

• ナビダイヤルは全国どこからお掛けになってち巿内通話料金で 
ご利巧いただけます 。 PHS • IP 電話などからはナビダイヤルを 
ご利用いただけませんので、通萬の電話番号にお掛けください。 

• 新電電各社をお使いの場合はナビダイヤルをご利巧いただけな 
いことびあります。その場合はご契約されている新電電各社へ 
お問い合わせいただくか、通窜の電話番号にお掛け<ださい。 
♦住所和電話番号は、予告なく変更する場合びあります。あらかじ 
めご了承 < ださい。 , 


お買上げ日 

年月日 

お客様 

お 

名 

前 


ご 

住 

所 

電話 （ ） 


品 名 

おぶび 

型 名 

夕ーンテーブル/カセツト付を CD レコーダー 

LP - R 4 己 0/ LP - R 480 

機 番 


保証期間 

本体 1年 


1 


販売店 


0610MA-1552B 































